
参 加 申 込 規 程

吉 原 和 彦 　氏　株式会社ロジスティクス・サポート＆パートナーズ　代表取締役

輸配送効率化実践セミナー輸配送効率化実践セミナー
大　阪／2016年10月13日（木）10：00～17：00
東　京／2016年10月18日（火）10：00～17：00
名古屋／2017年   1月18日（水）10：00～17：00
大　阪／大阪リバーサイドホテル（大阪市都島区）
東　京／日本ロジスティクスシステム協会　会議室（東京都港区）
名古屋／名古屋銀行協会（名古屋市中区）

製造業・流通業の物流部門の方々
物流管理会社、物流事業者の輸配送・配車管理者の方々
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氏名　1
所属・
役職名

フリガナ
会社名・事業所名

参加料のお支払いが開催後になる場合は明記下さい。

支払予定日： 月 日　予定

フリガナ TEL. （　　　　）

FAX.

e-mail

（　　　　）

□協会会員
□会 員 外

所在地： 〒　　　ー

大阪：2016年 10月 13日（木） 東京：2016年 10月18日（火） 名古屋：2017年 1月18日（水）
※上記参加を希望される会場いずれかに○をご記入ください。

都道
府県

TEL. （　　　　）

FAX.

e-mail

（　　　　）

受付No.

氏名　2
所属・
役職名

フリガナ

所在地： 〒　　　ー 都道
府県

参加料合計　　　　　名　　　　　　　　　　円（氏名１の方へ請求書と参加証をお送りいたします） 受付日 請求日 請求書NO.

協会への連絡事項

大阪：KA-1638　東京：BA-1631　名古屋：LA-1661

●参加申込書● 参加申込FAX 名古屋：052－588－3012大　阪：06－4797－2071 東　京：03－3436－3190

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー（http://www.logistics.or.jp/privacy.pdf）をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本セミナーに関する確認・連絡・受講者名簿の作成および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

個人情報の
お取扱について

コストダウンを推進し、企業競争力を強化するための

30名　（定員になり次第締め切らせていただきます）　※最少催行人数：10名

（注）昼食費は含まれておりません。

参 加 料 （消費税込み）

参 加 定 員

ご 注 意

参加申込・問い合わせ先／講義会場

参 加 申 込 方 法

参 加 料 支 払 い 方 法

●請求書は原則として合計金額を参加者の最上段（氏名1）の方にお送りいたします。
　それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指示ください。
●請求書が届き次第、指定の銀行口座にお振込みください。
●お支払いは、原則として開催前日までにお願いいたします。
（開催後になる場合は、参加申込書の支払予定日欄に明記してください。）
●振込手数料はお客様にてご負担願います。

●テキストは会場でお渡しいたします。テキストのみの販売はいたしておりません。
●録音機、カメラ等の持込はご遠慮ください。
●受講日の１週間前までに参加証が届かない場合は、事務局までご連絡をお願いいたします。

【お願い】
●参加予定の方のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。なお、代理の方のご出席も不可能な
場合は、下記の規定によりキャンセル料を申し受けますので、あらかじめご了承ください。
　（注）キャンセルはFAXでのご連絡のみ申し受けます。
【キャンセル規定】
開催７日前～前々日（開催日初日を含まず起算）……参加料（消費税を除く）の３０％
開催前日および当日……………………………参加料（原則として消費税を除く）の全額

●WEBまたはFAXで受け付けています。
　 WEBの場合
　　当協会ホームページの本プログラムのページよりお申し込みください。
　　トップ　→　資格講座・セミナー　→　セミナー
　※当協会のホームページは www.logistics.or.jp　または「JILS」で検索してください。
　 FAXの場合
　　下記の申込用紙に必要事項を明記のうえ、FAXにて事務局までお申し込みください。
【開催日直前のお申し込みについて】
●開催間近のお申し込みについては、事務局へお問い合わせください。
●定員に余裕のあるときのみ当日受付も行いますので、事前に事務局にご確認のうえ、
直接会場受付へ申込書または名刺をご持参ください。

【大阪開催】
　　　　　　公益社団法人 日本ロジスティクスシステム協会 関西支部
　　　　　　大阪市北区梅田 2－2－22 ハービスENTオフィスタワー19階
　　　　　　TEL.06－4797－2070　FAX.06－4797－2071

　　　　　　大阪リバーサイドホテル
　　　　　　大阪府大阪市都島区中野町5－12－30
　　　　　　  JR環状線「桜ノ宮駅」より徒歩3分

【東京開催】
　　　　　　公益社団法人 日本ロジスティクスシステム協会 業務管理部
　　　　　　東京都港区海岸1－15－1 スズエベイディアム3F
　　　　　　TEL.03－3436－3191　FAX.03－3436－3190

　　　　　　日本ロジスティクスシステム協会 会議室
　　　　　　東京都港区海岸1－15－1 スズエベイディアム3F
　　　　　　「浜松町駅」南口より徒歩5分

【名古屋開催】
　　　　　　公益社団法人 日本ロジスティクスシステム協会 中部支部
　　　　　　名古屋市中村区名駅南4-12-17
　　　　　　TEL.052-588-3011　FAX.052-588-3012

　　　　　　名古屋銀行協会
　　　　　　名古屋市中区丸の内2－4－2
　　　　　　地下鉄鶴舞線・桜通線「丸の内駅」より徒歩10分

申 込 先

講義会場

申 込 先

講義会場

申 込 先

講義会場

　公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会会員
　　　　　　 総額 37,800円（参加料 35,000円＋消費税2,800円）／1名

　会　　員　　外
　　　　　　 総額 54,000円（参加料 50,000円＋消費税4,000円）／1名

DIC148



輸配送効率化実践セミナー輸配送効率化実践セミナー
コストダウンを推進し、企業競争力を強化するための

　近年、企業の経営環境がめまぐるしく変化していますが、特にサプライチェーンの一端を
担う輸配送の分野においては、「トラックドライバー不足問題」「ドライバー不足などに起
因する輸配送コスト高」など、不安要素を抱えています。
　その反面、求められるサービスレベルは輸配送の多頻度化、小ロット化、リードタイム短
縮など年々高くなる傾向にあります。そのようななか、多くの企業では輸配送ルートや積載
効率の見直し、共同配送やモーダルシフトの推進など、コストダウンはもとより、サプライ
チェーンにおける安定供給、環境負荷低減に向けた取組みが実践されています。
　本セミナーでは輸配送コストの構造を理解し、輸配送の中に内在するムダの排除、改善の
ためのステップ、他部門や協力会社との緊密な連携を取りながら実践する効率化や改善など
のアプローチ方法について事例を交えながら解説いたします。
　輸配送業務における生産性の向上とコスト削減の推進を目指しておられる皆様からの積極
的なご参加をお待ちいたしております。

プ ロ グ ラ ム

講師プロフィール

DIC148

輸配送の基本

輸配送のムダを把握する

輸配送コストを
見える化する

輸配送コストを下げる

効率のよい輸配送を目指す

輸配送のコストダウン成功事例

・なぜ物流が注目されるのか
・よい物流・悪い物流とは
・輸配送の基本機能・分類
・輸配送の使い分け実態 

・物流現場が抱える課題
・輸配送のムダを把握する
【在庫・中間拠点のムダ、多頻度少量納品のムダ、波動発生に
よるムダ、車両待機のムダ、３無（自社の無理解・無計画・無
理な運営）のムダ】

・輸配送のコスト構造
・稼働状況の見える化
・変動費（運行３費）の見える化 
・損益分岐点管理
・車両別損益管理（収支日計）の活用

・輸配送改善のアプローチとステップ 
・自社便のコスト削減 
・外注先の活用 
・配車のコツ 
・営業活動との連動

・事例紹介
買い手主導の輸送改善
特定顧客に対する同業社共配
多頻度少量納品対応
物流企業主導の輸配送改善

・各業種のコストダウン事例の紹介と解説（メーカー、卸、小売等）

大　阪／2016年10月13日（木）
東　京／2016年10月18日（火）
名古屋／2017年  1月18日（水）
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1988 年

1998 年

関西大学経済学部卒業後、大手食品卸売企業に入
社。配属された支店で営業、経理、仕入れ、物流の
業務に従事。
ロジスティクス本部の設立メンバーとして本社に
配属。
物流業務改善指導や新センター設立プロジェクトを
手がける。

株式会社ロジスティクス・サポート＆パートナーズ
代表取締役

吉　原　和　彦　氏
よし はら かず ひこ 2000 年

2001 年
2005 年

2014 年12月

物流専門コンサルティング企業へ転職。
同社取締役に就任。
株式会社ロジスティクス・サポート＆ パートナーズを
設立、取締役に就任。多くの業界において、物流セン
ターでの生産性向上、拠点統合による物流全体デザ
インの再構築などのコンサルティングに従事。
同社代表取締役に就任、現在に至る。


